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事業者名 株式会社　辻󠄀組

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

・地域社会への貢献をより密接に行う。
・建設業として、環境問題を重点的に考える。
・多様性に対しての人への関わり方やそれを理解する考え方を育てる。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合
は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3年後）の
数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそ
のまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

省エネ、CO2削減・環境汚染対策を踏まえたビオトープ施工
に伴う屋上緑化の維持管理を行う。また、消費電力減少に伴
うCO２削減を目指す。

・ビオトープの施工
2024年：施工中→2027年：維持管理継続
・CO2削減
2027年：3％削減（2024年比）

社会

経済

環境
生活の基盤を支える建設業として、経営理念にある社会貢献
とは何かを考え、しっかり理解し、誠意をもって実施すること
を継続する。

・地域住民との関わり
2024年：1件（合志市の20歳を祝う会に協
賛）→2027年：3件

社会

経済

環境
若者の県内就職を促進できるよう、積極的に若者や新規学卒
者の採用を継続していくとともに、UIJターンにも力を入れ、
県内就職の促進枠を中途採用にも広げる。

新卒採用・中途採用の人数
2024年：新卒採用0人・中途採用1人
→2027年：新卒採用2人・中途採用2人

社会

経済

・民間・公共問わず、顧客、発注元に確かな品質を社員の誰もが同じレベルで常に提供できるように、毎年全社員で行っている、考え
方、方法、使用帳票についての勉強会を継続して行う。
・協会を通じて、熊本県・合志市と防災についての連携を継続して構築する。
・緊急時に地域の住民も使えるように本社屋外に設置しているAEDの周知を行う。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

本社社屋屋上にビオトープを施工中。

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

省エネ、CO2削減・環境汚染対策を踏まえ、本社屋屋上に環
境に優しいスレム舗装と緑化事業を取り入れ、ビオトープ施工
を行う。

２０２１年未実施→２０２４年実施。

現在、本社社屋屋上にビオトープを施工中で、２０２４年末の
完成を目指しており、目標を達成できた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

地域の総合建設業として、自治体や地域住民
との関わりの「見える化」を目指す。

前期の指標に対する実績

生活の基盤を支える建設業として、経営理念にある社会貢献
とは何かを考え、しっかり理解し、誠意をもって実施する。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

「見える化」に関して、SDGsの活動を含め、HPや会社説明会
を通して発信しており、目標を達成できた。

三側面
（分野に☑）

若者の県内就職促進のため、毎年、近隣の高校のインターン
シップを受け入れたり、高校、専門学校、大学に求人票を送
付、訪問したり、求人活動を継続して行い、目標を達成でき
た。

新卒採用の人数
2023年4人

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

社会貢献として、熊本県のフードドライブ活
動に２０２２年から２０２４年まで３年連続で
参加した。今後も参加していく予定。敷地内
の地域の人たちから見える位置にのぼり旗
の掲示もした。

若者の県内就職を促進できるよう、積極的に若者や新規学卒
者の採用を継続していくとともに、新入社員に対する教育も
継続していく。

新卒採用の人数
2021年2人→2024年3人

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


